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技術ロードマップ（TRM）の実例
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技術ロードマップ（TRM）の実例：類型・傾向
◆産業界主体TRM
産業界主導により、一企業、一産業（あるいは一カ国）では実現不可能な戦略的技術目標、実
現スケジュールを掲げる。技術的ガイド、コンセンサス形成ガイドの側面が強い。

e.g. 国際半導体ロードマップ、光技術ロードマップ（日）、等。

◆産業界／アカデミア／政府コラボTRM（政府主導TRM）
国内産業の競争力向上を目的とし、実質的に政府が主導。

特に米国では、限られた政府予算の戦略的投資配分、プロジェクトの具体的成果の評価・測定
方法の確立等の必要性から、TRM策定・活用が増加。
e.g. 米エネルギー省（DOE）産業技術オフィスによるエネルギー集約型産業のロードマップ策
定推進施策； 鉄鋼、アルミ、電力、石油、化学、ガラス、鋳造、等。

◆政府主体TRM（総合RM実現ツールとしてのTRM）
純粋に学術的な分野、営利が絡まない分野等で、政府が重点投資を行うポイントを明示したも
ののうち、特にその実現可能性を高めるために必要な技術開発の方向性を示したもの。

産官学コラボTRMと同様、関連産業界が目指すべき技術開発の指標ともなり得るが、本体RM
自体は必ずしもそれを主目的とするものではない。

e.g. 宇宙探査、医療分野、等。
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産業界主体例①： 国際半導体TRM
(ITRS; International Technology Road Map for Semiconductors, 2003)

１９９２年に米国の工業会（SIA）が初策定。以後
隔年で発行（完全版発行年と交互の隔年にアッ
プデート版を発行、実質毎年リリース）。最新は
２００３年版。

現在は米SIAを中心に、日、欧、韓、台の半導体
製造５極が参画する国際コンソーシアムが策定。
日本は１９９９年よりJEITA（（社）電子情報技術
産業協会）が対応。本TRMに倣い、その後多く
の産業分野で同様のTRMが策定されてきてい
る、TRMのモデル的存在。
半導体開発に必要な各種技術
（設計、テスト装置、プロセス・
インテグレーション、リソグラ
フィ、配線、アセンブリと実装、
環境・安全、歩留向上、計測、
モデリング＆シミュレーション
等）について、策定時点から１
５年後までのスパンで技術課
題を検討し、達成予測値を明
確に提示。

URL: http://public.itrs.net/Files/2003ITRS/Home2003.htm
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産業界主体例②： 光技術ロードマップ（日）

光産業技術振興協会（OITDA）により、１９
９６年から策定されているTRM。
※光産業協会（OITDA）：
1980年設立の光産業、光技術の振興育成を図る産
業団体。光技術と密接に関わる各種企業（電子・電
気機器、精密機器、化学、鉄鋼、建設、電力、その
他製造等）から構成。

従来、光産業動向及び光技術動向調査を
活動の２本柱としてきたが、短期的動向、
既存技術が主眼であったことから、将来的
な技術動向を見通すために本TRM策定を
開始。
これまでに７つの個別テーマを設定。特に
情報通信分野は、技術革新のスピード及
び利害関係企業の多さから、２年毎に改訂
を実施。
９８年：情報記録分野 ９９年：ディスプレイ分野
００年：入出力分野 ０１年：計測・センシング分野
０２年：光エネルギー（太陽光発電）分野
０３年：光加工分野
９８・００・０２年：情報通信分野

URL: http://www.oitda.or.jp/main/road-j0.html
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産業界/アカデミア/政府コラボ例①： 鉄鋼TRM
（Steel Technology Roadmap, 2001)

American Iron & Steel Institute（AISI）発
行。米国エネルギー省（DOE）産業技術オ
フィスとのコラボレーション。
※ AISI：
米国鉄鋼研究所。３２の正会員企業（鉄鋼メーカー）及び
１１８の賛助会員（メーカーへのサプライヤー、カスタマー
等）企業を擁する非営利組織。

１９９５年発行の鉄鋼業界のビジョン”Steel 
Industry for the Future”をベースに、１９９
８年に初策定。最新版は、初改訂になる２
００１年版。

産業競争力強化のため、特に
①プロセス開発
②製造副産物、スクラップのリサイクル
③環境保全へのコミットメント
④主要素材であり続けるための製品特性
の確認

の４分野について、現状の課題、
クリティカルな新技術開発項目、
及び実現タイムラインを明示。

URL: http://www.oit.doe.gov/steel/roadmap.shtml

http://www.oit.doe.gov/steel/roadmap.shtml
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産業界/アカデミア/政府コラボ例②： アルミ産業TRM
(Aluminum Industry Technology Roadmap, 2003)

Aluminum Association発行。
米国エネルギー省（DOE）産
業技術オフィスとのコラボ
レーション。
※ Aluminum Association:
米国のアルミ一次製造者、リサイクル
業者、アルミ加工業者、および当該
産業へのサプライヤー業者等から成
る事業者組合。

１９９７年に初策定。以降定
期的に改訂。最新の２００３
年版は、前年２００２年発表
の”Aluminum Industry 
Vision”に掲げられた目標達
成のためのR&D優先事項、
成果目標、及び具体的なマ
イルストーンを明確に提示。

URL: http://www.oit.doe.gov/aluminum/visions.shtml

http://www.oit.doe.gov/aluminum/visions.shtml
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産業界/アカデミア/政府コラボ例③： 電力TRM
(The Electricity Technology Roadmap Initiative, 1999)

米Electric Power Research Institute (EPRI)
が１９９９年に発行。米国エネルギー省
（DOE）産業技術オフィスとのコラボレーション。
※ EPRI:
米国電力研究所。米国内外に１０００のメンバー企
業・組織を擁する。本TRM策定には約１５０の利害関
係組織が参画。

次の５つの基本目標とその各技術開発課題、
及び実現タイムラインを明確に提示。
①競争需要に応え、自然及び人的災害に対応する電力
輸送インフラ能力の増強
②電子技術による顧客管理サービス網の確立
③革新的電子技術の開発による経済的生産性の飛躍
的向上
④温暖化ガス排出抑制への効率的かつ経済的取組の
推進によるエネルギー/炭素の課題解決
⑤世界的な人口増に対応した、クリーンで効率的なエネ
ルギー利用の推進によるグローバルな持続可能性
のマネッジ

URL:  http://www.epri.com/corporate/discover_epri/roadmap/index.html

http://www.epri.com/corporate/discover_epri/roadmap/index.html
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政府主体例： NASA オリジン計画TRM
(Origins Technology Roadmap; 2003)

NASA（米国航空宇宙局）による長期
的な宇宙起源探査プログラム「オリジ
ンズ計画」ロードマップの一部。
※ オリジンズ計画：
1997年に米国が次ミレニアムに向けて宇宙科
学の中心的課題として設定した宇宙、銀河系、
星、惑星、生命のオリジン（起源）を解明する
長期研究計画の総称。

総合ロードマップ本体が２０年毎という
スパンで策定・改訂される中、さらに
当面１０年という期間に絞り、実施さ
れるミッションプログラムに焦点を当て
て策定されたTRM。

当該期間中に行われる３つの新ミッ
ションをターゲットに、個々のプログラ
ムにおいて必要とされる機材コンポー
ネントの開発、システムレベルの実証
研究等を提示し、重点投資することを
提言するとともに、各機材毎に技術開
発タイムフレームを具体的に提示。

URL:
http://origins.jpl.nasa.gov/library/roadmap03/
http://origins.jpl.nasa.gov/library/techroadmap/roadmap01.html
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